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特集：東アジア比較研究

「東アジア比較研究」の目標と成果

中 嶋 嶺 雄

昭和62 年度から平成元年度（1987～89 年度）に

かけて 3年間， 文部省科学研究費補助金重点領域

研究「東アジ アの経済的・社会的発展と近代化に

関する比較研究」（略称r東アジ ア比較研究」） が

実施された． 当該研究は， 人文・社会科学系列の

最初の重点領域研究として注目されたが， 多くの

方々の御協力によって， 約70名の研究者からなる

計画研究を中心に， 約40名の研究者による公募研

究を加え， 初期の研究目標をほぼ達成することが

できた．

本共同研究は， 経済学， 政治学， 国際関係論，

歴史学， 文学， 哲学など様々なディシプリンに依

拠する研究者が東アジ ア地域を対象に学際的な研

究協力体制を築き，毎 年1回の全体会議には海 外

の第一線の研究者も 加わって， 活発な討論を行っ

た． 当研究の研究代表者（副代表は，渡辺利夫・

東工大教授，猪口孝・東大教授） の任に当たった

私は，昭和62 年7月に大磯で開かれた第1 回全体

会議で「東アジ ア比較研究の課題と展望一一いま

なぜ『儒教文化圏』かJと題して次のような基調

報告を行った．

今日，米ソ両国が肥大化した巨大軍事国家 とし

てのコストに悩みつつある現実や， 欧米先進諸国

の経済的・社会的な停滞と混乱を見るにつげ， ま

た，21 世紀は軍事的な覇権国家 の時代から経済

的・社会的な成熟国家 の時代へと向かうであろう

ことを想うとき，現在から2i世紀にかけては，日

本とその周辺地域の東アジ アが， 世界 におげる繁

栄の活力の中心を担っていくのではないかと予測

される．

ところで， このような東アジ ア経済圏ないしは

東アジ ア文化閣の経済的・社会的な発展の背景を

「｛需教文化圏Jという文明論的範鴫で考察しようと

する試みが，最近の注目すべき趨勢になりつつあ

る．例えば韓国入学者の金日坤教授は，『｛需教文化

圏の秩序と経済』（名古屋大学出版会， 1984 年）の

中で， 儒教文化の一番大きな特徴は家 族集団主義

による社会秩序にあるとし， それが「儒教文化圏J

諸国の経済発展の重要な下支えになっていると指

摘している． また現代フランスの中国学の権威

ヴァンデルメールシュ教授が 『アジ ア文化圏の時

代』（大修館書店，1986 年）を書き，東アジ アの経

済的繁栄を 「漢字文化圏Jという儒教文明の復活

としてとらえ， 大きな反響を呼ぴおこしている．

さらにアメリカのドパリー・コロンピア大教授が

『朱子学と自由の伝統』（平凡社，1987 年）で儒教

の自由主義，個人主義に新しい光を当てている．

このような学問的試みの背景 には，従来の西欧

モデルの「近代化論Jや， 社会主義理論， ロスト

ウ理論に代表されるアメリカ・モデルの近代化理

論， そして 「従属理論Jやその巨視的発展として

の「世界 システム論Jによっては， 東アジ ア諸国

の活力を十分に解明できないのではないかという

認識があるものと思われる．つまり， これら諸国

の実際の発展が， およそ近代化理論で考えられた

いくつかのモデルを乗り超えてしまったところ

に，「儒教文化圏Jの新たな挑戦が始まったのだと

もいえよう．

もとより 「儒教文化圏Jといっても，同じ儒教
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計画研究の部（総括班および各研究班10班）
（研究代表 者 ） （ 研 究 課 題 ）
中 嶋 嶺 雄 東アジア比較地域研究I：中国・ 香港・台湾
松 本 三 郎 東アジア比較地域研究II：北朝鮮・ ベトナム
加 地 伸 行 「儒教文化圏Jの歴史と社会

飯 田 経 夫 「儒教文化圏Jの経済と社会
渡 辺 利 夫 アジアNICs諸国比較研究I：韓国・ 台湾
江 頭 数 馬 アジアNICs諸国比較研究II：香港・ シンガポール
今 冨 正 巳 華人社会と東アジアの発展
阿 部 逮 味 A SEAN諸国と東アジアの国際環境比較研究
安 場 保 吉 東アジアの発展理論モデル I：経済と社会
猪 口 孝 東アジアの発展理論モデルII：政治と国際関係

公募研究の部(IO班）
中 井 英 基

「東アジアの経済的・社会的発展と近代化に閲する比較研究J

研 究 組織 図 （平成元年度）

雄
夫

孝

樹
利

総括 班
（各研究代 表 者10名

で構成｝
代 表：中嶋
副代表：渡辺
副代表：猪口

儒教文化固における企業 者精神と近代化
一一緊籍と渋沢栄一の比較研究一一

中国の華僑政策と準備教育に関する総合的調査研究
A SEANとアジアNICsにお貯る社会変動の比較研究

一一都市・ 農村関係を中心に一一
中国近代からみた明治期指導 者像
中国の統計調査制度とデータ精度の関連に関する研究（中香台

比較吟味｝
ASEAN諸国と東アジア経済の東洋的近代化に関する国際環境

比較研究
儒教文化圏の経済と文化
東南アジアの経済発展の文化的基盤としての「儒教と集団主義」

についての研究
朝鮮の政治的変革と社会・ 経済構造の変化の研究

一一植民地期を中心に一一
東アジアの近代化過程にお貯る伝統的システムの継承と変換

一一中国江南デルタ地帯の市銀を中心とした東アジアの都市
の比較研究一一

19世紀における日本と中国の変法運動の比較研究一一横井小
楠・ 熊本実学派と康有為を中心として （昭和62, 63年度 ）

日本・ 台湾・ 韓国経済の長期発展（戦前・ 戦後を含む ）の分析
（昭和62年度 ）

東アジアの経済発展パラダイムと将来シナリオ（昭和62年度 ）
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事務局（総括班 ）
東京外大・ 国際関係論
研究室

優

(20: 50～21: 05) 〈ゲスト ・ディスカッサント〉：
Parris H. Chang 
（ペンシルヴェニア州立大教授．東京外大客員
数侵｝

(21: 05～21 : 30) Discussion 

藤

第一回全体会議プログラム

1987年7月10日｛金）．～12日｛日｝
大磁プリンスホテル

I. 日時
2. 会場
3. 日程

7月10日｛金）
14: 00～15: 00 

7月11日（土｝
S鰯ion (3) 

9 : 30～11: 30 司会：中崎樹雄
各直の研究方針報告（計画研究部門・公募
研究部門｝

S鰯ion (4) 
14: 3ト15: 00司会：措口 孝｛東大・東洋文化研究所）

04: 30～15: 10）報告3：「東アジアにお付る活力の源泉は何
iJ� J 

渡辺利夫（筑波大・社会科学系｝
(15: 10～15: 25）ディスカッサント：

ニ嵐恭光（慶応大・産業研究所）
(IS: 40～16: 20）報告4 : rアジア近代化の比較』

阿部違味｛東京都立大・法学部｝
(16: 20～16: 35）ディスカッサント：

田中恭子｛中部大・国際関係学部）
(16: 35～17 : 00) Discussion 
19: 00～21: 00各班の会合

S邸ion (1) 
15: 00～17: 00司会：松本三郎（慶応大・法学部｝

(15: 00～16: 15）基調報告：「東アジア比較研究の課題と展望
一一いまなぜ〈儒敏文化圏〉かJ
研究代表者・中嶋樹雄（東京外大｝

(16: 30～17: 00) Discussion 
�7: 00～18: 00第2回総括班打ち合わせ会

S錨ion (2) 
19: 00～21: 30司会：飯田 経夫（名大・経揖学部｝

(19: 00～19: 40）報告1：「現代中国体制論一一レーニン主義
体制・一党優位体制・儒教的権威主義体制」
猪口 孝 ｛東大・東洋文化研究所｝

(19: 40～19: 55）ディスカッサント：徳田 教之｛筑渡大・社
会科学系）

(20: 10～20: 50）報告2 : Japan間Corporation and 
W白tern Cor凹ratton：百le Interaction 
between Religion, R回ourc笛and Human 
N健也
〈ゲスト ・スピーカー＞：Juli叩Fairfield

｛国際ビジネスコンサルタント）

開 会
来賓挨拶／文部省代表の挨拶

7月12日｛日）
9 : 30～11: 30各班の会合
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第二回全体会議プログラム

1. 日時l銘8年9月16B t金）～18日｛日｝
2.会場大磁プリンスホテル
3.日程

9月16日｛金｝
14:30～15:10開会の辞中嶋鋭鋒｛東京外大｝

来賓線拶／文ms省代袋篠.，
15:t0-』1&:40招待m演司会：低本三郎健応大｝

王家腺（中国・繭聞大・助敏綬｝
r偏学思想と現代田；本』
金目坤｛鎌田・釜山大・数民｝

r信敏倫理と純国の資本主議』
11:00～11:40ディスカッサント：源了圃｛国際基督数大｝

：徳岡敏之｛筑波大｝
17:40～1s:oo Disc\IS5ion 

缶ssion (1) 
20:00～22:00 r東アジア比較地織研究のー断面」盟長：安喝保育（l'i大｝

20:00～·20:40緩告：中緩和総次｛ー鏑大）(AB!) 
『笹続発展．制度．文化ーー比絞体制誼的考察』

20:40～21:20 ：小此木政夫｛慶応大）(BJ!) 
r�t朝鮮におltる独自共産主畿の形成』

21:20～21:30 ディスカッサント：L Dell凶in （ソ連粍学アカデミー 東洋学
研究所中国部長｝

21:3か... 21:40 ：白石昌也｛繍浜市立大）(Jr!) 
21:40～22:00 Discu鑓ion

9月17日｛土｝
缶ssion (2) 

9 :oo～11:00 rr信敏文化圏』の歴史と未来」 諸民：飯田経夫｛名大｝
9 :oo～ 9 :40報告：加地伸行｛眠大）(C庖｝

rm敏の 本質J
9 :40～10:20 ：：民援晴夫（名大）(D斑｝

rセマウル運動と嶋田社会の発展』
10:20～10:30ディスカッサント：金目均｛純国・釜山大・敏捜｝
10:30～10:40 ：省図鱒司｛下関市立大｝
10:40～11:00 D恥＼！$ion

第三回全体会蟻プログラム

1.日時1989年9月15日｛金｝ ～17日｛日｝
2.会喝大磁プリンスホテル
3.日程

9月15日（金｝
15:00～16:00開会の欝渡辺利夫｛東工大｝

来賓銭W／文書Z省代寝袋.，
島ssion (1) 

1&:00～16:45招待鴎演司会：鈴本三郎｛慶応大｝
Prof. I，伺n Vand釘mee既h （パリ 大）
rアジア文化園の時代』“The Era of Asian Q』ltureArぽ

11:00～is:oo ディスカツサント：Ill本邦衛（慶応大｝
：掴弁文雄｛早大｝
：院寧収｛グエン チュオン タウ｝

｛ヴェトナム社会科学豊島民会史学院教綬
〈慶応大防問教担〉｝

1s:oo～1s:so Disc幽.ion
20:3ト21:30平成元年度第二回総括班会聴

9月16日（却
島ssion (2) 

9 :3ト10:t5招待鴎演司会：安h目録音｛医大｝
Prof. Ronald P.恥re (Imperial白liege)
rll!アジアの経続的・社会的発展と儒敏文化』
"Economic and Social Developr即時in East Asia and 

Confucian Culture" 
10:30-』11:10ディスカッサント：j箆成求｛カン ソン タ ｝

（純国文化政送理事a巨大東洋文化研究
所客員研究員〉｝

：飯園陸夫｛国原日本文化研究センター｝
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＆罰ion (3) 
11:15～日：15 rアジアNICs比総研究』 鼠良：渡辺利夫｛筑波大｝
11:1シ�11:55報告：Ill喜多錆｛東外大）(EJ!) 

0rr日本的経営a按術の8伝可能性」
n:sト12:35 ：江頭蹴（回大）(FJ!) 

『香港・シンガポールの発展と伝統的性絡』
12:35-』12:45ディスカッサント：John Fincher （オーストラ リア目立大｝
12:4ト，12:55 ：大舗勇経｛各大）(DJ!) 
12:55～13:15日記1邸ion
14:3ト15:30第3回総信窓会脇

島ssion (4) 
16:00～1s:oo ricアジアの発展寝泊号デル』 韓民：猪口 孝｛京大｝
16:00～1&:40報告：爾亮遭HIS大）(JJ!) 

r 中国の自動車窓祭 ：i霊祭組織と按術」
16:4ト11:20 ：天児慾｛疏EJ大）(JJ!) 

「中国の符色ある社会主接近代化についての体験的考療』
11:20～11:30デ4スカッサント：小島朋之｛京都麗集大）(ADI> 
11:30～17:40 ：県体純夫｛拓殖大）(E班｝
17:4ト1s:oo日記臨ion

9月188 （日｝
S儒ion (5) 

9 :00-11:00 fJI(アジア・.入社会 ・擦問アジアJ 踊提：同郎違味
｛東京＆！.立大｝

9 :oo～9 :40報告：今冨正巳（束縛大）(G班｝
「馬穆文学を過してのm人窟磁の変容J

9 :4砂町10:20 ：毛恩初予（静岡県立大）(H班｝
「中国の国際大循環戦略について」

10:2か叶0:30ディスカッサント：山下清海｛歓図大）(G班｝
10:3ト10:40 ：肝武志｛東京大｝｛公募斑｝
10:40～11:00 Disct尉ion

島ぉion (6) 
13:00～14:30 『近代化と束アジア』 級民：中鍋償縫｛東京外大｝
13:0ト13:40智告：中井笑基｛北大｝｛公募班｝

r 信敏文化圏におげる企集者繍神と近代化
ーー彊審と渋沢栄ーの比絞研究』

13:4ト13:50ディスカッサント：長幸男｛東京外大学長｝
13:5()～14:00 ：王家腸｛中国・繭聞大・助敏担｝
14:00～14:30 Disc\出ion
14:3ト1s:oo総指 指口 孝｛東大｝

閉 会の苦手渡辺利夫｛東工大｝

11:00～12:00 Di民ussion
缶ssion (3) 

1&:00～16:45招待鶴演司会：源了囲（国際基督敏大｝
針。f.W乱首leodore de Bary （コロンピア大｝
「中固にお砂る自由の伝統J・Liberal Tradition in China・

11:00～17:40 ディスカッサント：1岡地伸行｛阪大｝
：河図悌ー｛関西大｝

11:40-』18:30Disc\1$ion 

9月17日｛日｝
S舗ion (41 

9 :3かー10:t5招待m演司会：岡lllS違味｛東京＆！立大｝
Dr.李鋼才（リー ターン チaイ）(UIC穆米コーポレー
ジョン総支配人〈隊駐日νンガポール大使〉｝
r社 会的 ・経続的発腐とZ白人官llJ
“Social and Economic Development and Chin倒Identity”

10:30-～u:io ダイスカツサント：図中務子｛中郎大｝

11:10-寸2:00Di則鑓ion
総括Session

14ゆかー14:30全員討鎗

：今冨正巳（JJ[禅大｝

パネラー：江頭数馬｛日大｝
� I京縛之介（東大｝
：中緩和滞次｛ー繍大｝

14：�ト15:30総 信中総鶴雄｛東京外大｝
15:3ト1&:00閉会の欝猪口 孝｛京大｝

＼／ 
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的な倫理をどのように受砂とめるかにおいても，

儒教の徳目の受けとめ方に関しでも， 国民性によ
る違いがある． またいうまでもなくj儒教文化圏J

といっただけで日 本や アジ アNICs諸国の経済

的・社会的発展の鍵のすべてを解説することなど

はできないであろう． 中国や北朝鮮， ヴェトナム

の発展が立ち遅れているのは， むしろ社会主義の

制度的な問題として考えた方がわかりやすいであ

ろうし，日本が成功した要因としては， 明治維新

以来の日 本がヨーロツパ近代の精神 文化や科学技

術を全面的に受容したこと，第二次大戦後の圏内

諸改革， 現代アメリカ産業文明の巨大

ゆった根本的かつ常識的な要因を無視す

とうていできない． さらに台湾には政栓

の課題や台湾としてのアイデンティティ

内 問題が存在し， 韓国には，最近の宇

高揚にも見られる不安定な政治・社会儒

；克服すべきかという重要な問題が残されてい

｜しかし，今後東アジ ア経済圏がさらに大きくク

ローズアップされるであろうだけに， これら地域

の相 違よりも，むしろ全体としての文化的同一性，

寸なわち 「儒教文化圏Jという文明的位相の歴史

的 意味づけと自己確認， 自己限定が改めて迫られ

ることになるのではなかろうか． その際には当然，

復古調のアジ ア主義やアジ ア運命共同体的なアナ

究ロニズムに陥ることは厳に避けねばならない．

｜いずれにせよ 「儒教文化圏」 という人文・社会

科学にとっての新しい問題提起に関しては， 検討

オペき課題が山積している． 本年度から三年間の

予定で始まる重点領域研究 「東アジ アの経済的・

社会的発展と近代化に関する比較研究Jは， その

だめの大型研究プロジ ェクトでもあるので，多く

の方々の建設的な御批判を得たいと願っている．
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加地伸行r儒教とは何か 』（中公新密，1990年）

以上で試みた共同研究の目標は，各計画研究班

の 3年間にわたる共同研究によって， 様々なかた

ちで掘り下げられ， 深められた．

もとより，「束アジ ア比較研究」は必ずしも「儒

教文化圏」 の研究ではなく， 東アジ アの経済的・

社会的発展と儒教との関連についても， 必ずしも

一致した結論が出たわ砂ではない． しかし， この

点は， 人文・社会科学の場合， 当然のことだと言

えよう．

第3年目の全体会議は平成元年9月に大磯で聞

かれたが，そこで私が研究代表者として行った「総

括」 は， 共同研究の一つの到達 点を反映している

ものと考えている．「総括Jは次のとおりであった．
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この 3日間素直な議論ができた． 単一 の結論を

出すのが難しいテーマだが， 相互に問題点を出し

合い理解を深めるプロセスが重要である． 共同研

究の成否は個人が最後に出す業績にかかってい

る．

さて， 我々のテーマを振り返ってみると， 背景

としては，近代化の再検討の必要性， 東アジ アの

同時的発展を説明する 道具を既存の学聞が備えて

いるか， 比較研究のあり方の模索， ということが

あった． 儒教研究や儒教決定論ではないが，社会・

経済発展の文化的歴史的背景を儒教レベルに遡っ

て説明したいという合意はあった．

また以下の3 つの潮流もあった． まず欧米の社

会的危機と東アジ アの台頭が欧米の関心を呼ん

だ． 最初に儒教文化固ないし経済圏と言い始めた

のはH・カーンだったが， R・マックファーカー

やC・ジ ョンソン， L ・ヴアンデルメールシュ，

R・ドーア，L ・パイ等 も注目してきた． アジ ア

からの問掛けもわずかながらあったが， これらの

欧米からの提起を我 が々どう取り上げるかという

問題がある．

第2 に社会主義の停滞がある． ベトナムや中国

においても経済不調から儒教文化・伝統の再検討

の動きが出てきた． こうして，第3 に，従来のマ

ルクスや ウェーパー等 のグランド・セオリーや 経

済学は， 東ア ジ アの発展を説明しうるかという問

題が出てきた．

こうして研究が開始されてから様々な変化が起

きた． アジ アでは期待された中国がどうなるかと

いう事態になった． ヨーロッパは活気を取り戻し

てきている． この活気は自文化の絶対化への反省

をさせるが， 同時に r安っぽい文化相対主義J に

陥つてはならない．

そこで2 つの問題を指摘しよう. 1 つは中国と

NIESとの関係である 果たして中国を含めてア

ジ アの台頭と考えていいのか？ 従来から私はこ

の点に懐疑的だったが， 経済停滞とフラストレー

ションが天安門事件を起こしたと思われ， 文盲率

も高い中国とNIESの違いはシステムの問題が

あると言えよう．

2 つめは東アジ アの権威主義体制の変容であ

る． 台湾に顕著だが， この点の比較研究も必要で

ある． 官僚制や共同体等 を通じての比較もなされ
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ねばならない． 中国の共同体ではウェーパーの家

産官僚制モデルがあったが， この限界が本研究の

問 題提起でもある．

一 方，儒教と発展を結びつけることはできない．

文化的背景 ・慣行，「文化的次元」（L ・パイ） と

してであり， そこからつくられた制度・体制が経

めに

う関わるかである． 儒教文化を通過し

うではない社会の背景 の相違とも言え

文化を扱う際には肯定材料も否定材料

るので注意を要する． 同時に従来の価

検討や他の価値体系との関連の考察も

要因は様々であるが，一 度take-offを始

教文化はプラスに 作用するというのが昨

年） の全体会議でのまとめであった．

(1989 年）は，今回の全体会議の討議を

のような前

その成果を論文としてまとめていただき

以上が，私の総括の要点であったが，こうして，

「東アジ ア比較研究J という全体的課題のなか

で， 中国大陸及び周辺の香港， 台湾地域を比較研

覚するという A班の研究課題は， 極めて重要かっ

現 実性を帯び たものであるとの共同認 識のもと

阿， 昭和62 年度の研究を推進した．

｜まず昭和62 年7月12日には大磯での全体会議

句 後， A班の 62 年度第1 回の研究会が行われ，問

題点の探求・相互点検ののち具体的な研究分担が

決 められた． 中国の政治体制・政治状況と現代化

同関しては，徳田教之（筑波大） と小島朋之（ 京

産大）が分担し， 経済体制・経済政策と現代化に
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関しては，尾上悦三（東京国際大， 平成元年5月

御逝去） と中兼和津次 （一橋大， 当時）が分担，

香港・台湾に関じては中嶋嶺雄（東外大）が主に

政治・社会面を，尾上悦三が経済面を担当するこ

ととした． 第2 回研究会（9月27日～28日）は京

都で開催され，徳田教之： 「中国政治体制改革を

めぐる諸問題J， 中兼和津次： 「中国にお砂る農工

間資源移転J の2 つの報告及び討論が行われた．

第3 回研究会(1 月9日～1 0 日）は東伊豆で行

われ，尾上悦三： 「1987 年の中国経済の回顧と 88

年の展望J， 小島朋之： 「中国の政策決定構造につ

いて一一最近の政治改革と関連して」の2 つの報

告及び討論が行われた．

昭和6 3年度の目標は，62 年度に共同研究会と

並行して行われた文献調査と資料分析を基に， 理

論的， 実証的な比較研究を押し進めることであっ

たが， 研究者相互が随時情報交換を行い， また，

数次の研究合宿を重ねたことにより， 共同研究と

しては充実した成果をあげることができた．中国，

台湾，香港という地域的な比較はもとより， 政治

学， 経済学， 国際関係論， 地域研究という様々な

ディシプリンによる方法論的な比較が試みられ た

ことも大きな成果であろう． 新たに 井尻秀憲（神

戸市外大） をメンパーに 加えた研究会の個々の

テーマを列挙すれば，以下のとおりである．

第1 回研究会 （ 7月2日～ 3日） では， 井尻秀

憲： 「台湾の民主化と政治発展J， 中嶋嶺雄： 「台

湾および香港の社会的・経済的発展とその将来展

望」と題する報告が行われ， 参加者全員による活

発な討議がなされた．

第2 回研究会（9月15日～1 6 日）では，尾上悦

三： 「台湾・香港の経済動向J，小島朋之： 「沿海

地区経済発展戦略と 『国際大循環』 経済」 と題す

る報告が行われ，熱心な討議がなされた．

第3回研究会（12月 3日～ 4 日）では，徳田教

之が 「台湾・中国民主化比較J， 中兼和津次が 「中

国の工業化の可能性J と題して報告し， 活発な討

論が行われた．

第4回研究 会 （2月20 日） は， A班・J班合同

の研究会として催され， 他の計画研究班／公募研

究班か6も数名の参加者があり， きわめて実り多

いものとなった． 内容は， J班が先に 季刊誌 『レ

ヴァイアサン』第3号（木鐸社，1988年）で公表
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した研究の中間成果をめぐる討議を中心とした．

徳田教之が猪口孝論文に対する論評， 井尻秀憲が

若林正丈論文に対する論評， 中嶋嶺雄が伊豆見元

論文に対する論評，小島朋之が田中明彦論文に対

する論評， 中兼和棒次が白石昌也論文に対する論

評をそれぞれ行った．

次いで平成元年度の目標は， 過去2 年間の研究

実績をふまえ， 理論的， 実証的な比較研究を更に

深く押し進め，まとめの段階に入ることであった．

研究分 担者は随時情報交換を行い， また年に4回

の研究合宿を重ねたことにより，充実した共同研

究の成果があがったものと確信している． 平成元

年度は， 国際社会が脱社会主義， 脱冷戦へと大き

く変動した年となり， 当研究班の研究対象となっ

ている中国， 台湾，香港においても， その影響は

多大なものがあった．－それは， 当研究班の研究合

宿にも反映されたが，個々の研究会を列挙すれば，

以下のとおりである．

第l回研究会（6 月11 日～12日）では，新たに

メンパーに加わった国分良成（慶応大） が 「中国

の民主化運動一一最近の情勢J，小島朋之が「中国

の政治改革一一激動の過程J と題する報告を行っ

た. 6 月4 日の天安門事件直後ということもあり，

なお一 層活発な討議がなされた．

第2回研究会（9月14 日～15日）では， 井尻秀

憲が「台湾の民主化と政党の役割変化」，徳田教之

が「中国政治改革の現段階」 と題して報告し，真

剣な討論が行われた．

第3回研究会(1 0 月15日～1 6 日） では， 中兼

和津次が「中国の工業化とそのメカニズム」， 井尻

秀憲が「台湾現地調査報告J と題した報告を行い，

討議が行われた後，各自の研究成果のまとめ方等

が検討された．

第4回研究会（.2月26 日～27日）では， 国分良

成がr政治体制改革の形成と展開：1980 年イも，小

島朋之が 「中国の改革・開放と台湾，香港との相

互関係J，井尻秀憲が「台湾地方選挙現地調査報告J

と題する報告を行い， 活発な討議がなされた． ま

た，各分担者の研究成果の論文テーマを決定し，
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現在執筆に取り組んでいる．

当面の結論としては， 天安門事件に示される体

制的な危機と深刻な経済的困難に直面しつつ試行

錯誤を繰り返しつつ依然として将来展望が不透明

な中国，篤異的な経済発展と政治改革の著しい進

展によって先進国への途上に立ち， 経済的・社会

的成功をもたらした 「台湾経験J と外交的孤立に

もめげない 「蝉性外交」 によって世界各国との実

質的な交流のチャネルを拡大し， 経済的・社会的

には福建省一帯にすでに大きな影響力を与えつつ

ある台湾，1997 年 7月1 日を期しての中国への返

還に当面した心理的動揺のなかで依然として経済

発展をつづげ， その影響力がすでに広東省から華

南一 面を蔽いつつある香港という現状認識がほぽ

一致して獲得された．

こうして， 中国，香港， 台湾を対象として地域

研究が進められたが，最後にこれを r比較研究」

の立場からどのようにまとめるかが当面の課題に

なっている．

すでに述べたように，「比較研究Jは単なる地域

聞の個別研究の羅列ではなく， 経済的にも社会的

にも密接な相互関連をもっ地域のなかのいくつか

の共通項の比較，例えば国民所得などの経済指標，

教育の普及率や各種のインフラストラクチャーな

ど近代化基盤の 比較，官僚制や政策決定過程など

の制度論的・機構論的な比較考察がより重要であ

ろう． このような 「比較研究」 を通じて， 東アジ

ア地域の全体像はより鮮明に浮き彫りされるであ

ろう．

中崎 嶺雄（なかじま・みねお，1936年生）
東京外国語大学教授．東京大学大学院社会学研
究科修了． 社会学博士．
研究課題：国際関係論／現代中国学／東アジア
地域研究．受賞：サントリー学芸賞（『北京烈烈』
〈筑摩書房，1981年〉）．

文部省科研費重点領域研究
課題番号：01605002 � 



昭如41 年8 ll 8日 都三姐鱒便物c可 平bl 3年111 ls a R;tr ui111 1 1u1 15日免m ’7-lfJll偲 郊判島明1号 通告罫l 553号

0apanese Scientific Monthly 

Vol. 44 No. I 通巻第553号

科学・技術の在り方

民族植物学と文化複合

1993年E C統合と地域問題

特集・東アジア比較研究：その1

「東アジア比較研究」の目標と成果

儒教とは何かー「偶数文化圏Jの歴史と社会一

アジアNIES諸国比較研究：韓国・台湾

沢 田 敏 男

中 尾 佐 助

梶 田 孝 道

中 嶋 嶺 雄

加 地 伸 行

渡辺 利夫， 栗林 純夫

香港・シンガポールの発展と儒教文化 江 頭 数 馬

A SEAN経済の行方一家産性国家は発展できるかー

安 場f呆 吉

光受容の分子機構 古 谷 雅 樹

不定匪分化における全能性発現 駒 嶺 穆

植物の老化と遺伝子発現の柔軟性 渡 辺 昭

平成2年版科学技術白書の概要 科 学 技 術斤

科学研究費補助金〔試験研究〕成果の紹介「素子開発」

松山 公秀， 松本 敏雄

梅還 喜夫， 松波 弘之， 中村 信良

若手研究者への手紙：“初恋を思ふべし” 一一一一一 犬 聾 孝

散歩道：“予知” について 穣 弁 昭 彦

唱88咽 ー
日本学術振興会


